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家畜の衛生と防疫 （７月９日発行）７月

豚熱ワクチン接種推奨地域に青森県と岩手県が追加

家畜の暑熱対策について

7月になり暑い日も増えてきました。気象庁の予報では今年の夏は例年以上の気温となる可能性
があるようです。暑熱対策をこころがけて、家畜が健康で快適に過ごせる環境をつくりましょう。

宮城県において野生イノシシの豚熱感染が確認されたため、令和3年6月15日に豚熱ワ
クチン接種推奨地域に青森県と岩手県が追加されました。これにより、東北地方は全ての
県が接種推奨地域に指定された事になります。その結果、日本国内では鳥取・岡山県以北
の全都府県と沖縄県が、ワクチン接種推奨地域に指定されました。
なお、豚熱ワクチンに関して

① ワクチン接種をしても全ての豚が免疫を獲得できるわけではない。
② 全ての子豚に適切な時期にワクチン接種することは困難である。

ことから、ワクチン接種農場においても免疫を獲得していない豚が存在することが報
告されています。７月８日にもワクチン接種推奨地域である神奈川県相模原市の養豚場で
国内69例目の豚熱の発生が確認されました。豚熱への警戒を怠らないよう注意し、引き続
き、飼養衛生管理基準の遵守を徹底するようお願いします。

【畜舎環境面から】

• 樹木や遮光ネット等の設置
• 屋根等への断熱材の設置
• 家畜への直接送風・散水
【飼養管理面から】

• 涼しい時間帯に飼料給与するとともに、給与回数を増やす。
• 良質で消化率の高い飼料を与える。
• 必要に応じビタミンやミネラルを給与し、栄養不足を補う。

農林水産省暑熱対策
パンフレットより

・ネットに植物を這わせる ・石灰の吹きつけ

＜発生予防対策の重要ポイント（抜粋）＞
（ア）人・物・車両によるウイルスの持ち込み防止
衛生管理区域及び豚舎へ立ち入る人の手指の洗浄・消毒の徹底
衛生管理区域専用の衣服、靴の設置と使用の徹底
人・車両・家畜の出入りの記録
肉を扱う事業所等から排出された食品循環資源を原材料とする飼料を
給与する場合、攪拌しながら摂氏90℃以上で60分間以上の加熱処理
を徹底

（イ）野生動物対策
飼料保管場所等へのねずみ等の野生動物の排せつ物等の混入防止
衛生管理区域内の清掃、整理・整頓

・豚熱ワクチン接種推奨地域
（６月１５日現在）



毎月20日は「くまもと家畜防疫の日」です。畜舎の一斉消毒をしましょう！

折々の所感

馬パラチフスについて

近隣諸国における悪性伝染病等発生情報

馬パラチフスは流産を主徴としたウマ科の動物特有の伝染病で、人工授精が未整
備である馬の場合、生産性に影響を及ぼす重要な疾病です。

 症状

 感染経路

 流産
 関節炎

・流産（胎齢約10カ月） ・き甲瘻
 経口
(汚染された牧草等の摂取）

 予防・対策

 感染馬の隔離
 流産馬の馬体消毒
 流産胎子及び後産の処分
 馬房、環境の消毒

 本病は感染後に強い免疫を獲得しますが、その後も
繁殖馬として供する場合は、保菌馬になる可能性を
考慮しニューキノロン系の抗生物質等で治療を行い
ます。

 感染馬は回復後も抗体検査を継続し、保菌馬が疑わ
れる場合は馬群からの隔離又は淘汰を考慮します。

 治療

流産が発生した際は流産馬を隔離し、流産胎子と後産が他の
馬に触れないよう処理し、獣医師へ連絡を！

 き甲瘻
こうろう

新型コロナウイルス感染症はまだ落ち着きませんが、感染対策をしつつ趣味の音楽活動を細々と再会し始め
ました。言葉を介さないコミュニケーションも素敵ですね（S・K）

中央畜産会「馬パラチフス(第3版)」より

 精巣炎


